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1) ⼯ 事 名 平成 27 年度［第 27-D7317-01 号］（⼀）島⽥岡部線防災・安全交付⾦
（県道橋梁耐震対策）⼯事（⼤代川橋⾼欄取替⼯）

2) ⼯ 事 場 所 静岡県島⽥市⾦⾕泉町地内
3) ⼯ 期 平成 28 年 3 ⽉ 15 ⽇〜平成 28 年 8 ⽉ 31 ⽇
4) 発 注 者 静岡県島⽥⼟⽊事務所
5) 請 負 ⾦ 額 ￥17,278,000
6) ⼯ 事 内 容

⼯ 種 種  別 細  別 施⼯数量
道路付属物⼯ 地覆⼯ 地覆嵩上げ⼯ 2ｍ3

橋梁⽤⾼欄⼯ 橋梁⽤⾼欄 81ｍ
構造物撤去⼯ 構造物取壊し⼯ 構造物取壊し 3ｍ3

運搬処理⼯ 3ｍ3

7）⼯事の⽬的
（⼀）島⽥岡部線⼤代川にかかる⼤代川橋の耐震対策⼯事として、前年度に橋脚巻き⽴て・橋
台縁端拡幅⼯を完了しているが、今年度は上部⼯現場打コンクリート⾼欄を現在の規格に沿っ
たアルミ製⾼欄に取り換える⼯事である。

位置図

周辺状況：施⼯箇所周辺には、⼩学校・⾼校があり通学路として利⽤されていて、
通学時間帯には多くの⽣徒が通⾏する箇所である。



 
本⼯事における問題点 

1. この橋は、古い年代の PC ホロー桁でありその桁に直接コンクリート製⾼欄を取り付けてあ
る。そのため、新しく⾼欄を取り付けるには、既設のコンクリート製⾼欄を取壊し、さら
に⾼欄設置⽤のアンカーボルトを設置するため、コンクリート製地覆を切り下げる必要が
ある。 

2. 橋⾯排⽔処理⽤の排⽔管設置を施⼯するため PC ホロー桁を部分的に露出させる必要があ
る。（前年度の⼯事の縁端拡幅⼯施⼯時には、仮設として吊り⾜場の施⼯が当初設計であっ
たが、設計照査の際ホロー桁へのアンカー設置が危険であることから、中⽌した経緯があ
った。） 

3. 現場周辺環境から通学路になっており歩道の全⾯通⾏⽌めが困難なため、歩⾏者⽤通路の
⽅法を検討した。 
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問題に対する対策 
1.既設コンクリート⾼欄の取壊し 
延⻑が約 40ｍのコンクリート製⾼欄を取り壊すにあたり、取壊し⽅法の検討を⾏った。 
下部には、⼤代川が流れており第三者に危害を与える⼼配はなかったが、コンクリート⽚が河
川内に⾶び散る恐れがあるため施⼯⽅法の検討を⾏った。 
⾼欄の⾼さは約 0.8ｍ間隔 1.08ｍで⽀柱が設置されていた。県道を⽚側交通規制することができ
たため、クレーン付きトラックを近くまで寄せることができ、既設コンクリート⾼欄を分割し
て取壊し、そのまま処分場へ搬出することにした。クレーン付きトラックの荷台⼨法およびバ
ランスを考慮し 2 スパン毎とし作業を⾏った。 

 
2 スパン当たり 290kg 

現場での取壊し作業を、軽減したため作業時間に余裕ができ、安全に作業を進めることがで
きた。 
 
 

2.既設地覆の取壊し 
舗装⾯からの⾼さ 10cm を確保しなければならないため、既設のコンクリート地覆に 3cm コン
クリートを嵩上げしなくてはならなかったが、 3cm 厚のコンクリート打設ではひび割れ現象
が起こりやすいため、事前に調査した地覆の鉄筋上部ぎりぎりの約 5cm コンクリートを撤去す
ることにした。また、排⽔管の設置個所部分についてはホロー桁を傷つけないようチッパーを
使い慎重に取壊しを⾏った。 
地覆の取壊し作業時には、⾼欄がなくなるため下部への転落がリスクとして考えられた。 
転落防⽌対策として、H 鋼に親綱⽤⽀柱を設置し親綱を設けた。また、ハツリ殻が河川内に落下
しないよう橋梁点検⾞を⾶散防⽌対策に併⽤し環境にも配慮した結果⼩さなハツリ殻も橋梁点
検⾞に受け⽌めることができ、河川汚濁防⽌にもなりました。 
 

 
  



 
地覆取壊し状況      排⽔管部取壊し状況 

   
 
  

 
 
3.施⼯中の安全対策 
施⼯箇所周辺には、⼩中⾼校があり通学時間には多くの学⽣がこの橋を利⽤するため作業開始
時間を遅らせ 9 時からとした。また⾼欄取壊し時即⽇復旧できないことから、H 鋼を基礎とし
た⽴ち⼊り禁⽌柵を設置し作業終了後歩道を開放するようにした。施⼯中は交通規制帯内に焼
く 1.0ｍの幅でカラーコーンにより歩⾏者⽤通路を設け歩⾏者往来の妨げにならないよう⼯夫
した。 
その結果地域の⽅からの苦情もなく⼯事を終わらせることができた。 
 
おわりに 
この⼯事を施⼯する前に３D キャドにより施⼯時の状況をシュミレーションし 
作業毎のリスクをイメージしやすくなり、施⼯⽅法の検討・安全施設の設置⽅法等より具体的
に考えられるようになりました。 
今後も３D キャドを使い現場イメージの共有を⾏いながら、現場管理に役⽴てていきたいと思
います。 

３D キャドによる施⼯状況の事前把握

 


